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Project for comprehensive flood management plan for Chao Phraya River
Basin

Flood countermeasures
for agricultural sector

JICAによる チャオプラヤ川洪水事後対策



2011 Flood
FROC

Flood Relief
Operation
Command

NWPFC/ WFMC/ Office of NWPFC
(Single Command Authority)

タイ政府による チャオプラヤ川洪水対策（組織）

SCWRM
Strategic Committee for Water

Resources Management

SCRF
Strategic Committee for

Reconstruction and the Future

 Master Plan for Water Resource Management (27 Dec. 2011)

 Emergency Decrees for flood (27 Jan. 2012)　→　THB 350 bil.

Nov 2011

Ministry of Water
Resources ???

Feb 2012

Oct 2013 ?

 Intl. bidding for water resource mgmt. and flood prevention

外国人顧問：竹谷 JICA客員専門員
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RID, DWR,
TMD,

GISTDA,
etc.
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Dr. Plodprasob

Budget allocation of THB 350 bil.
As of 8 May 2013

日本も参戦
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China
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Bidding result
As of 21 June 2013

Source: Gov website

(  )
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Monkey Cheeks

Dams

Land use & Polders

Dams

Info. system

River improvement

River improvement

Land use & Polders

JPN-UNIQUE and TEAM-CH.Karnchang wthdrew before final
bid.
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Royal Irrigation Department

Government Officials 6,749

Government employee 4,226

Full-time workers 17,342

　2012年9月現在

1902年  Canals Department（水路局）
ラーマ5世（チュラロンコーン王）

1914年  Barrages Department (堰局)
ラーマ6世

1927年 Royal Irrigation Department
ラーマ7世



2012年8月29日 Steering Committee：LiDARデータプロジェクトのWrap up）
2012年9月4日　 （日本企業向けセミナー：洪水予報システムの紹介）
2012年10月9日　 洪水予報システム紹介セミナー
2012年10月29日 Technical Working Group Meeting
2012年11月13日 Technical Working Group Meeting
2012年12月12日 Steering Committee
2012年12月19日 Technical Working Group Meeting
2013年1月10日 Technical Working Group Meeting
2013年1月25日 政府機関向けセミナー
2013年2月20日 マスタープラン、洪水情報システム公開セミナー
2013年5月22日　 第1回有識者会議
2013年5月23日 第2回有識者会議
2013年6月10日 第3回有識者会議
2013年6月11日 第4回有識者会議
2013年6月20日 マスタープラン最終セミナー

専門家の活動　（各種会議開催の調整）



専門家の活動　（Website構築支援）

http://rid-
jica.cooperationprojects.rid.go.th/



専門家の活動



専門家の活動　（河川・水資源管理のプレゼン）



専門家の活動



専門家の活動　（工業団地の輪中堤）



専門家の活動　（各種調査等への協力）

2012年8月15日　ソニー現地法人社長会
2012年10月12日 関西経済連合

松下正幸　　関経連副会長・パナソニック代表取締役副会長
ほか約20名

2012年9月26日　九州大学
島谷先生、塚原先生、三谷先生、池見先生、林先生ほか数名

2012年12月17日（月）
辻本哲郎　　名古屋大学　大学院工学研究科 教授
谷川寛樹　　名古屋大学　大学院環境学研究科 教授
ほか

2013年3月12日
土地区画整理システム自立的発展・普及プロジェクトの
ワークショップにおいて、JICAマスタープランのプレゼンテーション

2013年5月
チュラロンコーン大学　政治学学生

2013年6月28日
オランダ公共事業環境省　上級エンジニア　シーボルト氏



専門家の活動　（APWS）

Technical Workshop, 2nd APWS
Water related Disaster Risk Reduction as Development
Investment
Recommendation for the Second Hyogo Framework for Action
(HFA2)There is the need to make a business case for investing in

disaster risk reduction. JICA has developed a model that
demonstrates the level of losses with and without disaster
risk reduction investment, which can be used.

The role of private sector and individual as the “heavy
bearer” of disaster losses has been recognized.

The new framework for disaster risk reduction should focus
on implementation including reinforcement of laws and
regulations. A clear framework of accountabilities is
required to ensure actual implementation as well as
reward/support for countries that put serious efforts for
implementation but lack of resources.
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今後の課題

洪水管理体制
• 関係機関の責任・役割が不明確な部分が多く、政治的な動きに左右さ

れすぎる。
• 長期的な視点で対策を進めていくためには、法制度の整備が必要。
• ただし、拙速な対応は、多くの摩擦を生む。制度が定着しない。
• 技術基準やガイドラインを整備し、パイロットプロジェクトを通じて、参加

型のプロセスを確保しつつ、コンセンサスを形成する。
• 現在、タイでは水資源省設立の動きがあるが、議論の進め方には工夫

が必要と思われる。

収集データのさらなる充実
• チャオプラヤ川の観潮区間における流下能力について、実測データが

不足している。
• データの不足により洪水対策のシミュレーション結果の信頼性が十分に

確保できないと指摘される。
• タイは他国に比べて水文データが豊富に収集されているものの、信頼

性の低いデータが散見された。
• データの信頼性向上についてもタイ側の努力を促す必要がある。
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今後の課題

情報伝達の仕組み
• RID等が発信した情報を一般市民がわかりやすくかつ正確に受け取れ

るメディアの充実が必要と思われる。
• タイでは、メディアの力不足並びに政治的な思惑に左右されやすい経

営体制があるとみられ、結果、市民が「噂」あるいは「経験」により行動
するケースが多いと思われる。

• 行政機関とメディアが連携し、質の高い情報を広範に届ける取り組みが
必要と考える。

ODA後の協力関係の継続
• タイのように中進国の仲間入りを果たし、日本の企業が幅広く事業を展

開し、防災の重要性が増す一方で、JICAのプロジェクトが減少すると、
どうしても政府機関同士のつながりが薄くなる。

• 今回の2011年洪水の場合、SATREPSプロジェクトであるIMPAC-Tが偶然
にも長く現地で活動されていたおかげで、そういう弱い部分がカバーさ
れた。

• ODAを卒業するような国が今後多く出てくると思われるが、このような研
究や研修、ワークショップ等を通じてチャンネルを継続することが、重要
と思われる。



ありがとうございました。


